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　埋蔵文化財の保護・活用に対しまして、日頃より深い御理解をいただき厚く御礼

申し上げます。

　宮崎県教育委員会では、北方延岡道路建設事業に伴い、山口遺跡第２地点の発掘

調査を行いました。本書はその報告書です。山口遺跡第２地点では弥生時代・古墳

時代の遺構・遺物が検出されました。特に発掘調査例の少ない当地域において、古

墳時代中後期にかけての遺物が豊富に出土したことは注目されます。

　こうした先人の歩みを振り返り、郷土の歴史を解明する貴重な資料が得られたこ

とは、大きな成果と言えるでしょう。

　本書が学術資料としてだけでなく、学校教育や生涯学習の場で活用され、埋蔵文

化財の保護に対する認識と理解の一助となることを期待します。

　調査にあたって御協力いただいた関係諸機関をはじめ、御指導・御助言をいただ

いた先生方、並びに地元の方々に心からの謝意を表します。

　　　平成１７年２月

                                                         宮崎県埋蔵文化財センター

                                                                所　長　　宮　園　淳　一
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１．本書は、一般国道２１８号北方延岡道路の建設に伴い、宮崎県教育委員会が調査主体となり宮崎県埋

蔵文化財センターが行った山口遺跡の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は、国土交通省九州地方整備局延岡工事事業所（現国土交通省九州整備局延岡河川国道事

務所）の依頼を受けた宮崎県教育委員会が主体となり、宮崎県埋蔵文化財センターが実施した。

３．発掘調査の期間は、次のとおりである。

　　　山口遺跡第２地点　第一次調査　平成１４年４月３０日から平成１４年８月１日

　　　　　　　　　　　　第二次調査　平成１４年１０月３０日から平成１４年１１月１３日

４．現地での実測等の記録は、玉利勇二、日高広人、重留康宏、�田裕三、久保春夫が行った。

５．本書に使用した写真は、玉利、日高が撮影した。

６．整理作業は宮崎県埋蔵文化財センターで行った。図面の作成、実測、トレースは主として玉利が行

い、一部を整理作業員の協力を得た。

７．本書で使用した位置図は、国土地理院発行の２万５千分の１図を基に作成し、調査範囲図は、延岡

市作成の５千分の１図、１万分の１図を基に作成した。

８．土層断面および土器の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局ならびに財団法人日本色彩研究所

監修の『新版標準土色帖』に拠った。

９．本書で使用した方位は、座標北（Ｇ．Ｎ．）および磁北（Ｍ．Ｎ．）である。レベルは海抜絶対高である。

１０．本書では、遺構に次の略号を使用している。

　　　竪穴住居跡…ＳＡ　　　　土壙墓…ＳＤ　　　　土坑…ＳＣ　　　

１１．本書の執筆は第Ⅰ章第１節を松林豊樹、そのほかを玉利が担当した。編集は玉利が担当した。

１２．出土遺物・その他諸記録は宮崎県埋蔵文化財センターに保管している。 
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　国土交通省九州地方整備局延岡河川国道事務所（旧建設省九州地方建設局延岡工事事務所）は、高規

格幹線道路整備事業として、延岡市天下町（延岡ＪＣＴ）から東臼杵郡北方町子（北方ＩＣ）に至る延

長１１．０�に及ぶ一般国道２１８号北方延岡道路の整備を計画し、平成８年度から同事業を実施している。宮

崎県教育庁文化課では、同事業計画を受けて路線内の踏査を実施し、複数の埋蔵文化財包蔵地を確認し

た。この成果をもとに延岡河川国道事務所と協議を行い、年次的に確認調査を行い、必要に応じて記録

保存のための発掘調査を実施することとなった。　　　

　延岡市小川町から細見町周辺では平成元年度から同３年度にかけて県営圃場整備事業上南方地区に伴

う発掘調査が延岡市教育委員会によって実施されており、北方延岡道路の路線に近接する水田において

古代から中世に及ぶ遺構・遺物が検出されていた。このことから、ここに報告する山口遺跡の周辺には

遺構・遺物が残存することが確実と判断され、平成１４年２月１８日から３月１９日の間に宮崎県埋蔵文化財

センターが確認調査を実施した。この結果、２，０００�について遺構・遺物が確認されたため、次年度に

本発掘調査を行うこととした。本発掘調査は、平成１４年４月３０日から８月１日にかけて宮崎県埋蔵文化

財センターが実施したが、確認調査時点で予想された量をはるかに超える遺構・遺物が検出されたため、

平成１４年１０月３０日から１１月１３日にかけて２次調査を実施し、現地調査を終了した。
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　　　　　　　山口遺跡　発掘調査（平成１４年度）

　　　　　　　　　　　宮崎県埋蔵文化財センター

　　　　　　　　　　　所　　　　　　　　　長　　米良　弘康

  副 所 長 兼 総 務 課 長 大薗　和博

  副所長兼調査第二課長 岩永　哲夫

  総 務 課 総 務 係 長 野邊　文博

  調査第二課調査第四係長 永友　良典

 同 主 査　　玉利　勇二

 同 主　　任　　主　　事　　日高　広人

　　　　　　　　　　　　　同 調　　査　　員　　重留　康弘

　　　　　　　山口遺跡　整理および報告書作成（平成１５年度～平成１６年度）

　　　　　　　　　　　宮崎県埋蔵文化財センター

  所 長 米良　弘康（Ｈ１５）宮園　淳一（Ｈ１６）

  副 所 長 兼 総 務 課 長 大薗　和博

  副所長兼調査第二課長 岩永　哲夫

  総務課主幹兼総務係長 石川　恵史

  調査第二課調査第四係長 近藤　　協

 同 主　　　　査　　玉利　勇二

 同 主　　任　　主　　事　　日高　広人
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　延岡市は、宮崎県北部に位置し、五ヶ

瀬川の下流部に開けた有数の工業都市で

ある。　

　延岡市内における文化財調査の歴史は

古く、江戸時代の延岡藩主内藤政韶

（１７７６年～１８０２年）にはじまる。彼は居

宅である西の丸（現内藤記念館）から採

集した土器をきっかけに、大貫町浄土寺

山の古墳（現国指定南方古墳群第２４号

墳）などの調査を行い、「集古標目」「集

古採覧」（戦争により焼失）として記録を

残している。明治維新前後に活躍した延

岡藩家老原時行は、延岡周辺の考古資料

を収集し、その中には吉野町出土とされ

る石剣がある。その後、彼の影響を受け

た有馬七蔵は、小学校の代用教員時代に

天下町字今井野（延岡植物園周辺）で縄文から古墳時代にかけての遺物を多数収集し有馬コレクション

として学界に広く知られるようになったが、戦災により全て焼失している。大正から昭和初期にかけて

は、東京大学講師鳥居龍蔵による南方古墳群、延岡古墳群の発掘調査が実施されている。調査は大正１４

年１０月から昭和４年７月にかけて、延べ３回にわたり浄土寺山古墳をはじめとする市内で主要な古墳が

調査され、その成果は「上代の日向延岡」として出版され、現在でも重要な文献となっている。戦後の

宮崎県における考古学研究は、石川恒太郎（宮崎県文化財保護審議会委員）の功績によるものが大きく、

市内でも苺田窯跡、貝の畑遺跡など数多く調査され、「宮崎県の考古学」「延岡市史」などに紹介されて

いる。　　　　　　　

　山口遺跡第２地点がある延岡市西部は、行縢山（８３１ｍ）や霧子山（４７８ｍ）など険しい山々が連なり、

そのほぼ中央を五ヶ瀬川が東西に貫流している。その南側は河川近くまで急な丘陵裾部が迫り、北側も

それに類似するが、細見川などの小河川によって開析されることもなくわずかながらも狭小な沖積地が

形成されている。丘陵縁辺においては、いくつかの平坦面がみられ、小沖積地と合わせて遺跡が展開し

ている。また、本遺跡は延岡市西部の小川町に位置し、細見川左岸にある標高約１８ｍの沖積地に広がる。

遺跡の立地する沖積地の堆積土壌はすべて砂質土で細見川の氾濫による二次堆積層であることを示して

いる。さらに、遺跡と河床との比高差は約２ｍで、周辺は最近まで、大雨時には時折川が氾濫していた

らしく、わずかな降雨でも水の引きは非常に悪い状況であった。その中で調査地付近は、沖積地の大部

分を占める水田ではなく畑地として利用されていることからすれば、微高地を呈し、そこに遺跡が営ま

れていたと考えられる。遺跡周辺には、五ヶ瀬川左岸にある標高約５０ｍの台地上に所在する中尾原遺跡

（第１図－５）、細見川左岸の標高約４５ｍの丘陵縁辺に所在する畑山遺跡（第１図－６）があり、旧石
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器時代～古墳時代まで多くの遺跡が分布している。以下時代別に概観する。

　旧石器時代では、東方約１㎞に位置する舞野町赤木遺跡（第１図－１３）が著名である。ここからは、

瀬戸内技法が見られるナイフ形石器文化の赤木第１文化層、細石器を中心とする赤木第２文化層が確認

されている。縄文時代早期は、上舞野遺跡群（第１図－１４）、黒土田遺跡（第１図－８）など南方地区の

畑作地のほぼ全域からチャート製石鏃、剥片類の他、押型文土器類が見られ、後期～晩期になると打製

石斧、磨石、石錘等の表採資料は急増する。

　弥生時代では、これまで三須町出土の瀬戸内系土器が知られるのみであったが、最近の調査によって、

丘陵上では中尾原遺跡、畑山遺跡などの集落が、沖積地では差木野遺跡や延岡城堀跡部分から遺跡が発

見され、水田の可能性が推定され、徐々に当時の状況が解明されつつある。その他、延岡二ノ丸では土

壙墓が検出され、鉄鏃などが出土した。また下流部に位置する古川町で擦切り穿孔をもつ石包丁が出土

しているものの、いずれも弥生後期から終末期に限られ、前期から中期にかけては不明で、今後の調査

を待つしかない。まだ時期は確定できないが、岡元町柴竹地区（第１図－３）では開墾中に壷（現在は

不明）に入った炭化米（ジャポニカ種）も出土している。貝の畑遺跡（第１図－９）では弥生後期後半

とみられる竪穴住居跡１軒を検出している。

　古墳時代になると調査箇所が増え、集落としては、丘陵上において貝の畑遺跡群（第１図－１０）、野田

町八田遺跡、地蔵ヶ森遺跡、中尾原遺跡、沖積地では林遺跡などがある。これらの集落は、宮崎平野で

発見された上薗遺跡（新富町）や大戸ノ口第二遺跡（高鍋町）などのように拠点集落ではなく、継続的

な小集落を形成している。また他に、箱式石棺を中心とする南方古墳群舞野支群、多々羅遺跡（第１図

－１１）、細見古墳（第１図－４）等があげられる。

　古代では、１０世紀中頃に営まれた苺田窯跡（第１図－１５）は須恵器窯跡で、半地下式無段登り窯の形

態をとる。その他吉野遺跡で土壙内から多量の坏類が出土した。また林遺跡や畑山遺跡では中近世の集

落とともに陶磁器や土師質土器などが出土している。林遺跡は山口遺跡と同様沖積地に営まれている。

１０棟の掘立柱建物が復元され、柱穴間の長さにより建物の時期差が想定されている。畑山遺跡は、山口

遺跡の東側丘陵上に位置し、１０数棟の建物が検出されている。その他、山城として松尾城などが知られ

ている。近世では、小峰窯などや最近の延岡城公園整備による確認調査で、延岡城の実体や出土した陶

磁器類により当時の生活の様相が明らかになりつつある。
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「上南方地区遺跡」『延岡市文化財調査報告書』第８集　延岡市教育委員会　１９９２

「差木野遺跡」『延岡市文化財調査報告書』第９集　延岡市教育委員会　１９９２

「貝の畑遺跡」『第二次日向遺跡総合調査　第二・第三』宮崎県教育委員会　１９６７

「野田町八田遺跡」延岡市教育委員会　１９７８

「地蔵ヶ森遺跡」『宮崎県史　資料編　考古２』宮崎県　１９９３

「林遺跡」宮崎県教育委員会　１９９０

「上薗遺跡」『宮崎県史　資料編　考古２』宮崎県　１９９３

「大戸ノ口第二遺跡」『高鍋町文化財調査報告書』第５集　高鍋町教育委員会　１９９１　

「延岡市苺田窯跡」『宮崎県文化財調査報告書』第９集　宮崎県教育委員会　１９９２
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　山口遺跡第２地点の調査対象区は北方延岡道路建設部分である約２，０００�について実施した。調査対

象地は細見川左岸にある標高約１８�の沖積地に位置し、遺跡の立地する沖積地の堆積土壌はすべて砂質

土で細見川の氾濫による二次堆積層であることを示している。さらに、遺跡と河床の比高差は約２�で、

周辺は最近まで大雨時には時折川が氾濫していたらしく、わずかな降雨でも水の引きは非常に悪い状況

で、その中で調査地付近は、沖積地の大部分を占める水田ではなく畑地として利用されていることから

すれば、微高地を呈し、そこに遺跡が営まれていたと予想された。

　そこで、調査ではまず試掘により調査区全体の遺物包含層の確認を行った後、本調査を平成１４年４月

３０日に着手した。予想を検証するために、第Ⅳ層上面まで重機による表土剥ぎを行い、古代の水田の痕

跡を探したが畦畔等水田に関係する遺構は発見されなかった。その後、第Ⅳ層を除去し、第Ⅴ層での遺

構確認を実施した。試掘時に第Ⅴ層からは古墳時代の土師器が出土しており、調査区西端に入れたトレ

ンチでも古墳時代の土器・住居跡が認められたことから、この時期の遺構の検出が期待されたが、現代

の造成の影響で調査区南側には厚く耕作土が堆積しており、第Ⅳ層の完全除去を含め多くの時間を費や

した。６月上旬に入り発掘作業員を２グループに分け、掘り下げと表土剥ぎ以前に第Ⅴ層が露出してい

た調査区北側の遺構確認を開始した。

　掘り下げでは、試掘時において遺物が確認されなかった調査区南西から多量に遺物が出土した。土圧

で潰されたほぼ完形の土器も数点出土した。遺構確認では、ピット群と多量の遺物が確認された。また

調査区西端を拡張した結果、完形土器が数個体、他に多量の遺物、焼土が検出され住居跡群の存在があ

ると予想された。７月上旬から下旬にかけて、３つの住居跡群を中心に遺構が検出され、第３竪穴住居

跡群からはＴＫ２０８前後の須恵器が出土した。完掘した竪穴住居跡の平面プランの傾向は、方形プラン

で柱穴は４基、中央付近に焼土を有するものである。住居の埋土は地山とほとんど区別がつかず、削平

されているためか、竪穴の深さは２０�に満たないものが多かった。竪穴住居跡中央に焼土を持つ傾向が

あるため、遺構に絡まなかった焼土は、竪穴が削平されて床面のみになった竪穴住居跡として判断した。

また、鉄分の沈着などをもとに住居推定範囲を定めた。

　第Ⅴ層上面で検出された遺構としては、古墳時代の竪穴住居跡３０軒・土壙墓１基・土坑７基であるが、

完掘したＳＡ２の床面からＳＡ２８が検出され、ＳＡ２８と同じレベルで古墳～弥生の文化層が存在す

る可能性が濃厚となり、調査区全体での確認が必要となった。確認時期が調査終了直前のため第一次調

査を８月１日で一旦終了し、第二次調査を１０月３０日から開始した。第二次調査はトレンチを８０�幅で調

査区東西南北に張りめぐらし、遺構を確認していった。その結果、方形の竪穴住居跡が７軒、遺物数百

点を検出した。　　　　　　　　　　　　

　第Ⅴ層の上面の遺構の調査を終了した時点で、第Ⅴ層の下まで数箇所トレンチをいれたが、砂礫層に

あたり、遺構・遺物の確認はできなかったため、平成１４年１１月１３日に第二次調査を終了した。

　調査区には、国土座標に準じた１０�×１０�グリッドを単位とし、東西方向にアルファベット（北より

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）を、また南北方向に数字（北より１、２、３、４…）をそれぞれ付した。 
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　本遺跡の堆積土壌は、黄褐色砂質河成二次堆積土すなわち氾濫土であり、わずかな降雨で冠水するな

ど、水の引きは非常に悪い。また旧地形は圃場整備事業により大規模な改変がなされており、その状態

は良くない。以下層ごとに堆積状況について記述する。（第３図）

　��Ⅰ��：耕作土で����（１０ＹＲ４/２）を呈する。（現耕作土）

　�����：シルト質で粘性がない����（１０ＹＲ５/１）。下部に鉄分を含む。（旧耕作土）

　�����：���（１０ＹＲ４/３）。Ⅳ層上面に鉄分が沈着する。

　��Ⅳ��：シルト質でしまる����（１０ＹＲ６/１）。ややグライ化している。

　��Ⅴ��：���（７．５ＹＲ４/３）。Ⅳ層上面に鉄分が沈着する。

　��Ⅵ��：シルト質でしまる����（１０ＹＲ５/１）。土器片が出土する。

　��Ⅶ��：����（７．５ＹＲ３/３）。Ⅵ層下部に鉄分が沈着するが、吸水性は無い。グライ化した

土を含み、土器片多数出土する。

　��Ⅷ��：氾濫原土で�����（１０ＹＲ７/６）。遺物を多量に含み、上面で遺構を検出する。

　��Ⅸ��：旧河道由来の砂礫層である。

　第Ⅰ～Ⅲ層は耕作土で、水田絡みの土である。第Ⅳ層下部の土はⅤ層上面の土に、上部はⅢ層下部土

にそれぞれ鉄分が沈着したもので、中央にグライ化した土が挟まれる。それぞれの土に漸移は観察でき

ない。第Ⅴ層は氾濫土であるが遺物を多量に含む。また上面より遺構が検出された。最下層は旧河道由

来の砂礫層である。調査区西部は第Ⅴ層の堆積が薄いため、すでに砂礫が露出し、砂礫層の中からは遺

物の出土は認められなかった。ただ、第１・第３竪穴住居跡群からは砂礫を掘り抜き住居が造営されて

いる。調査区東部からは砂礫層は検出されなかった。
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　山口遺跡第２地点で検出された遺構・遺物は、第一次調査では、基本土層第Ⅷ（明黄褐色土）層まで

の遺構として、古墳時代の竪穴住居跡２０数軒・土坑７基を検出した。しかし、完掘した住居跡の床面

から弥生時代の終末から古墳時代の中期の遺物を伴う住居跡が確認された。第二次調査では、隅丸方形

の竪穴住居跡数軒・性格不明の落ち込み１基、遺物数百点を検出した。遺物は弥生時代から１３～１４世紀

までであるが、主体は古墳時代の遺物で土師器・須恵器、石器（磨石・砥石・敲石）、鉄器（刀子・鉄

釘・鉄鏃）、土製品、鞴の羽口などが出土している。ほかに弥生土器、白磁などがある。

����������	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）竪穴住居跡（ＳＡ）

　竪穴住居跡は重複関係からみれば少なくとも３時期あるいは４時期に分かれ、古墳時代中期後半から

後期が中心で、一部は弥生時代後期から古墳前期のものもあるのではないかと思われる。住居の平面形

は方形が主体で長方形や不正方形のものがあり、規模は１辺１．５�～６．５�で、２�前後の小型のものと

５�前後の大型のものに大別できる。小型の住居跡は、完掘したプランの傾向では方形プランで柱穴は

４基である。中央付近に焼土を有する。住居跡の埋土は、地山の土と区別がつきにくい。削平されてい

るためか、検出面からの深さは２０�に満たないものが多い。竪穴住居跡中央に焼土をもつ傾向があるた

め、遺構に絡まなかった焼土は、削平されて床面のみになった住居跡の可能性がある。大型の竪穴住居

跡は、隅丸方形を呈し検出面からの深さは約２５�～３５�で南北を主軸とする。竪穴住居跡中央には硬化

面、焼土、炭化物が確認された。遺物は土圧で潰されたほぼ完形の土師器が数点検出され、第３竪穴住

居跡群からはＴＫ２０８前後の須恵器が出土した。また住居跡内から台石、敲石、磨石、鉄製品、勾玉、

管玉等が検出された。なお、竪穴住居跡遺構番号は、プランを確定し竪穴住居跡と認定し得た順に付し

ている。ただ第１・第２・第３竪穴住居跡群については、調査段階では切り合いの状況から幾つかのプ

ランとして竪穴住居跡と認定したが遺物整理の段階等でいくつかの竪穴住居跡を一つの住居としてまと

めた。　（ＳＡ６・２９・３０→ＳＡ３、ＳＡ１２→ＳＡ２５、ＳＡ２２・２３・２４→ＳＡ２０）
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　調査区の西側Ｂ２グリッドに位置し、１３号住居跡に切られている。南北方向に長い長方形プランを

呈し、規模は長軸約４．５８�、短軸約３．５８�を測り、推定床面積は１６．４�と小型の住居跡である。主軸方

位はＮ１０°Ｗを指す。現存壁高は０．２４�を測り、床面は掘り底をそのまま利用したと考えられる。主柱

穴は不明である。埋土は３層で、遺物の多くは３層の黄褐色の粘性砂質土から多量に出土した。 
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第１表　山口遺跡第２地点　竪穴住居跡（ＳＡ）一覧表



　出土遺物（第６図：１～１２）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。

　１～６は土師器の高坏である。１～３は坏部で、１は坏底部と体部の境に不明瞭な稜をもち、屈折し

て外反ぎみに開く。２は坏部が浅く水平に近い体部で大きく開く口縁部が付く。３は坏部が内湾ぎみで、

口縁端部を平坦に仕上げている。４～６は脚部で、４は裾部が不明瞭な稜をなし開く。５は円柱状の脚

に伏鉢状の裾部が付く。６は円柱状の脚に強く屈曲する短い裾部が付く。高坏の器面調整は内外面とも

ナデ調整である。

　７は土師器の鉢で底部は平底である。

　８～１０は須恵器である。８・９は甕の体部とみられ、内面に同心円当て具痕、外面にタタキがみられ

る。１０は平底状を呈する坏の底部とみられる。

　１１・１２は磨石である。平面形態は円形を呈し、周縁に敲打痕が観察される。使用石材は砂岩である。
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　調査区の西側Ｂ２グリッドに位置し、１号住居跡を切っている。やや南北方向に長い長方形プランを

呈し、規模は長軸約３．７４�、短軸約２．８４�を測り、推定床面積は１０．６�と小型の住居跡である。主軸方

位はＮ３５°Ｗを指す。現存壁高は０．２６�を測り、床面は掘り底をそのまま利用したと考えられ、南西方

向に焼土が広がる。主柱穴は不明である。埋土は３層で、遺物の多くは３層の黄褐色の粘性砂質土から

多量に出土した。

　出土遺物（第７図：１６～２１・第９図：２２～３３）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。

　１３～２５は土師器の甕である。１３・１４は「くの字」状の口縁部を呈し、直線的に開く。付け根の内外面

の稜は明瞭である。胴部最大径が体部中ほどより上位にあり、肩が張る。内外面ともナデ調整が主体だ

が、内面に粘土の輪積み痕を残す。底部は僅かに凸レンズ状を呈する。１５・１６は「くの字」状の口縁部

を呈し、口縁部付け根付近から緩やかに外反する。付け根の内外面の稜は明瞭である。口縁部の厚さは

ほとんど変わらず、端部で薄くなって尖り気味にまとまる。口径と胴部最大径は等しい。１７は口縁部が

外反し胴部中位が張り、底部が丸底である。１８は口縁部が短く外反し、口唇部は先細りとなる。胴部は

中位が張る。１９は屈曲する頸部に稜がみられ、胴部最大径が口径を上回る。２０は胴部で、内面に粘土の

繋ぎ目を残し、外面にススと鉄分が付着している。２１～２５は底部で、２１は側面が外反して立ち上がり、

僅かな上げ底を呈するもの（２１）、平底のもの（２２・２３）、丸底のもの（２４）、木の葉底を呈するもの（２５）

がある。

　２６は倒卵形の胴部をもつ土師器の小型の壺である。調整は内外面ともナデであるが、内面に指頭痕を

残す。

　２７～３３は土師器の高坏である。２７・２８・２９の坏部は、やや深さのある体部に大きく延びる直線的な口

縁部が付くもので、３０・３１の坏部は、浅い体部に直線的な口縁部が付き稜が明瞭である。脚部について

は、２７・２８・３０は円柱状の脚に強く屈曲する短い裾部が付くもので、３２は滑らかな「八」字形を呈し、

裾部との区別が不明瞭である。

　３３は、土師器の鉢で底部が平底である。外面にはミガキ調整がみられる。
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　調査区の西側Ｂ２グリッドに位置し、１号・１３号住居跡を切っている。焼土の位置から南西方向に

長い長方形プランを呈すると考えられるが、耕地整理により完全に削平されている。構造は１号住居・

１３号住居と同様で、主柱穴は不明である。遺物については１３号住居の遺物と同時期と考えられ、

１３号住居に含めた形で掲載する。
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　調査区の西側Ｂ２グリッドに位置し、１３号住居跡に切られている。立地的に２６号住居と同様に検

出状況が非常に悪く、検出した面が掘り底に近い状態であった。構造的には２６号住居と同じで、焼土

の位置から南北方向に長い長方形プランを呈し、主柱穴は不明である。　　　　　
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　調査区の南側Ｂ３グリッドに位置し、２８号住居跡を切っている。南北方向がやや長い隅丸方形プラ

ンを呈し、規模は長軸約５．７�、短軸約４．２�を測り、推定床面積は２３．９�と大型の住居跡である。主軸

方位はＮ１４°Ｅを指す。現存壁高は０．１８�～０．３２�を測り、床面はほぼ平坦を保つ。プラン中央部には

焼土が確認され、埋土は鉄分・炭化物を含む粘性の砂質土が堆積する。主柱穴は４本とみられ、その距

離は（ｐ１－ｐ２　３．７ｍ／ｐ２－ｐ３　２．２�／ｐ３－ｐ４　３．１�／ｐ４－ｐ１　２．６�）で床面からの深さは約

３０�～３５�である。遺物の多くは床面から若干浮いた状態で多量に出土した。

　出土遺物（第１１図：３４～５５）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。

　３４～４７は土師器の甕である。３４は口縁部が「くの字」状で口縁部付け根付近から緩やかに外反する。

付け根の内外面の稜は明瞭である。また、口縁部の厚さはほとんど変らず薄くなって尖り気味にまとま

る。底部は側面が外反しながら立ち上がり、底面との境が明瞭な平底である。内面は平坦ではない。器

面調整はほとんどナデが主体となり内面に粘土紐の接合痕を残す。３７・３８・３９は口縁部が頸部に稜をな

さず長く緩く外反、あるいは上方に延びる。４０・４１は口縁端部がやや内湾する。４２・４３は口縁端部が外

反し、胴部中位が張るものと思われる。４４の器面調整には外器面に平行タタキがみられる。底部には小

さな平底のもの（４５）、平底のもの（４６）、木の葉底を呈するもの（４７）がある。　４８～５１は土師器の壺

である。４８は頸部に布目圧痕を残す刻目が施された貼付突帯がみられる。５１はナデと不定方向のタタキ

がみられる。胴部に穿孔がみられ脚台を有する。５２は土師器の鉢の口縁部である。内面にハケ目調整が

みられる。５３～５５は土師器の高坏で、５３・５４は同一個体で坏部が深く、口縁部が内湾し脚部が短い同一

個体である。５５は口縁部が内湾気味である。
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　調査区の南側Ｂ３グリッドに位置し、２号住居跡に切られている。南北方向がやや長い長方形プラン

を呈し、規模は長軸約５．１�、短軸約４．１�を測り、推定床面積は２０．９�と中型の住居跡である。主軸方

位はＮ１４°Ｅを指す。現存壁高は０．２３�～０．３�を測り、床面はほぼ平坦を保つ。竪穴の埋土最下層は

にぶい黄褐色土で、その上面に鉄分が沈着し硬化している。床面中央部に焼土の広がりがみられ、柱穴

（ｐ１－ｐ４）の間に、０．６９�×０．８８�・深さ２２�の不定形の掘り込みを有し、埋土が炭化物・焼土粒を

多く含むことから火所として利用された可能性が高い。主柱穴は４本とみられ、その距離は（ｐ１－ｐ２

　２．４２ｍ／ｐ２－ｐ３　２．１ｍ／ｐ３－ｐ４　２．５ｍ／ｐ４－ｐ１　１．９８�）で床面からの深さは約３２�～３６�

である。遺物の多くは床面直上か若干浮いた状態で出土した。土圧で潰されたほぼ完形の土器等も出土

している。

　出土遺物（第１２図：５６～６２）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。

　５６～５８は土師器の甕である。頸部に稜をもたず、口縁部は緩やかに外反する。器面調整は内外面とも

ナデで、底部は径の小さな平底、木の葉底がみられる。

　５９は土師器の壺である。頸部に布目圧痕を残す刻み目が施された貼付突帯がみられる。

　６０・６１は土師器の高坏である。６０は口縁部が緩やかに外反し、６１は口縁部が外傾し直線的に延びるも

のと思われる。６２は、鉄鏃の鏃身部で中央に小さな穿孔がみられる。
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　調査区の中央部よりやや北寄り西側Ｃ３グリッドに位置し、１４号住居跡・１５号住居跡・３８号住居

跡を切っている。また、北西隅が１４号住居跡と接しているが切り合い関係は確認できなった。隅丸方

形プランを呈し、規模は長軸約５．６�、短軸約５．４�を測り、推定床面積は３０．２４�と大型の住居跡であ

る。主軸方位はＮ５４°Ｅを指す。現存壁高は０．１４�～０．２４ｍを測り、床面は中央部に向けて緩やかに凹

む。竪穴部の埋土最下層中央部ににぶい黄橙色土の硬化面（２．９�×３．８�）を有し、プラン全面に炭化

物・焼土等が堆積する。主柱穴は４本とみられ、その距離は（ｐ１－ｐ２　２．４０�／ｐ２－ｐ３　２．２６�／ｐ

３－ｐ４　２．４２�／ｐ４－ｐ１　２．３０�）で床面からの深さは約４８�～５４�である。床面中央部に１．７２×１．０２

ｍ・深さ２２㎝の不定形の掘り込みが確認された。遺物の多くは床面直上か若干浮いた状態で多量に出土

した。また、多くの炭化物（材？）が南西側に多量に出土した。不定形の掘り込みの南側に１０㎝～４０㎝

大の石が径７５㎝、高さ２５㎝ほどに積み上げられたものが１カ所みられた。この石組の間にも炭化物がみ

られたことから、火所として利用された可能性がある。

　出土遺物（第１５図：６３～７０・第１６図：７２～８１）

　この住居跡に伴う遺物は

主に下層から出土しており、

６３～７８は土師器の甕である。

形態的にいくつかのタイプ

がみられる。６３～６９は、口

縁部が直立気味に長く緩や

かに外反する。口縁部付け

根の稜線は内外面ともうす

くなる。また、体部高が低

くなり、相対的に口縁部が

長くなる。６７～７０は、口縁

部が「くの字」状で、口縁

部付け根付近から緩やかに

外反する。付け根の外面の

稜は明瞭で、口縁部の厚さはほとんど変らず端部で薄くなって尖り気味にまとまる。７１・７２は球形の胴

部に直立気味の口縁部が付く。頸部屈曲が小さく不明瞭な稜をもち、胴部最大径が口径をやや上回る。

甕の器面調整は、ほとんど内外面ともナデ調整が主体となり、内面に粘土紐の接合痕や指頭痕を残すも

のがみられる。７２は外面にハケ目後ナデ調整がみられる。底部は６３・７１・７２・７４・７５・７７が尖底気味の

平底、６６・７８は平底となり、６４・６７・７６は底部外面を押圧により凹ませている。７９は脚台状の大きな上

げ底となる。また、８０は端部の張り出しが大きく、６４・６７・７６・８１は木の葉底を呈する。８２は土師器の

壺である。球胴に尖底に近い平底をもち、器面調整は、内外面ともナデ調整である。８３～９７は土師器の

高坏である。形態的バリエーションが多様であり、坏部を分類する。

　坏部ａ　口縁部が外傾し、直線的に延びるもの（８３）

　　　ｂ　浅い体部に直線的な口縁部が付き、稜が明瞭なもの（８４～９０）

　　　ｃ　やや深さの有る体部に大きく外反する口縁部が付くもの（９１）
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　坏部ｄ　全体に丸みをもち、稜の不明瞭なもの（９２）

　　　ｅ　浅い体部に口縁部が緩やかに外反するもの（９３）

　　　ｆ　受け部状の突出部の内側に外反しながら口縁部が立ち上がり、端部は外反する（９４）

９５・９６の脚部は、滑らかな「八」字形を呈し、裾部との区分が不明瞭なものである。９５は円柱状の脚に

伏鉢状の裾部が付くものである。坏部と脚部の接合法には、粘土塊の充填と脚の貼付けの２通りがみら

れる。９８～１０４は土師器の鉢である。口縁部が直線的に伸びるもの（９８）、口縁端部が内湾するもの（９９

～１０３）、口縁端部に明瞭な稜をもつもの（１０４）がある。１０５は手捏ねミニチュアの鉢である。１０６は砂岩

の磨石で、平面形態は円形を呈し、周縁に敲打痕が観察される。１０７～１０９は砂岩の砥石である。１１０は勾

玉である。蛇紋岩製で１点のみの出土である。Ｃ字状に湾曲する形状で、頭部に両端より穿孔を施して

いる。
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　調査区の中央部よりやや北寄り西側に位置する。プランの東側と西側の一部が削平され壁の立ち上が

りが確認できなかった。また、南東隅が３号住居跡と接しているが切り合い関係は確認できなかった。

ほぼ南北に主軸をもち、南北軸約３．９�、東西軸は不明であるが主柱穴の在り方から長方形プランであ

るとみられる。主軸方位はＮ７０°Ｅを指す。現存壁高は０．０４�～０．１０�を測り、床面はほぼ水平をたも

つ。竪穴部の北東部に硬化した部分が一部みられる。主柱穴はプランに対して東側による４本柱とみら

れ、その距離は（ｐ１－ｐ２　１．１４�／ｐ２－ｐ３　１．９０ｍ／ｐ３－ｐ４　１．３０ｍ／ｐ４－ｐ１　１．８４�）で床面から

の深さは約１０�～２１�である。検出状況が良好でなかったため検出面から掘り底まで１０�ほどしかなく、

床面の認定は困難である。遺物の多くはプランの東側に若干浮いた状態で出土した。

　出土遺物（第２２図：１１２～１１４）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランの東側に集中して分布している。遺物の

内訳は、１１１・１１２は土師器甕の頸部である。１１１は外器面にナデ、内器面に横・斜方向のナデ・平行タ

タキが施されている。１１２は外器面にタタキ、内器面に横方向のハケ目調整が施されている。１１３・１１４は

土師器甕の頸部である。１１３は外器面にカキ目・横方向のナデ、部分的に指頭痕を残す。内器面には斜

方向のハケ目調整がみられる。１１４は外器面にタタキ、内器面に斜方向のハケ目調整が施されている。
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　調査区の中央部よりやや北寄り西側Ｃ３グリッドに位置し、３号住居跡に切られている。立地的に

１４号住居と同様に検出状況が非常に悪く、検出した面が掘り底に近い状態であった。ほぼ南北に主軸

をもち、東西軸約３．２�、南北軸は不明であるが主柱穴の在り方から方形プランであるとみられる。主

軸方位はＮ４０°Ｅを指す。床面に３基の柱穴を確認したが、配置状況から主柱は２本柱ではないかとみ

られる。１基は不明である。その距離は（ｐ１－ｐ２　１．３２�／ｐ１－ｐ３　０．６２�）である。住居跡の南側

には５号土坑を伴う。前述のとおり検出状態が悪かったため、遺物の出土は少なかったが完形土器が数

点検出されている。

　出土遺物（第２２図：１１５～１１８）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。遺物の内訳

は、１１５・１１６は土師器の甕である。胴部最大径が口縁部径を上回る。１１５は口縁部が直立気味に長く外反

し、１１６は直立気味に長く外反し、口縁端部は緩やかに外反する。底部に木の葉底を呈する。１１７は外器

面に平行タタキがみられる。１１８は土師器の高坏で浅い体部に直線的な口縁部が付き、稜が明瞭である。
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　調査区の中央部よりやや北寄り西側Ｄ４グリッドに位置し、３号住居跡により切られている。また、

プランの西側～東側が削平され壁の立ち上がりが確認できなかった。軸が不明であるためにプランも確

認できなかった。遺物も非常に少なく、小さな土師器片が出土しているにすぎない。

　出土遺物（第２２図：１１９・１２０）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土している。遺物の内訳は、１１９は土師器の高坏、１２０は土師

器の坏とみられる。 
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　調査区北壁沿い５号住居跡の北北東に隣接し、１６号住居跡・４号土坑の北西約３�Ｄ４グリッドに

位置する。住居跡の半分は調査区外に向かって延びるかたちで検出された。ほぼ南北に主軸をもち、東

西軸約３．６�、南北軸は不明であるが主柱穴の在り方から長方形プランであるとみられる。主軸方位は

Ｎ１６°Ｗを指す。現存壁高は０．１２�～０．１６�を測り、床面は調査区外に向かって緩やかに傾斜する。主

柱穴は長軸方向に並ぶ２本柱と考えられ、その距離は（ｐ１－ｐ２　１．４６ｍ）で床面からの深さは約４０�

である。床面は貼り床ではなく、掘り底をそのまま利用したとみられるが、硬化面や焼土等は確認でき

なかった。遺物の多くは床面直上か若干浮いた状態で出土した。

　出土遺物（第２５図：１２１～１２４）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。遺物の内訳

は、１２１～１２２は土師器の甕である。１２１は口縁部が「くの字」状で口縁部付け根付近から外反する。付け

根付近の内外面の稜は明瞭である。外器面にタタキがみられる。１２２は口縁部がやや外反する。１２３・１２４

は胴部で外器面にタタキ後ナデ、内器面にハケ目調整が施されている。
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　調査区の中央部の北よりの３号土坑と４号土坑の間Ｄ４グリッドに位置し、３６号住居を切っている。

また、４号住居と主軸がほぼ一致する。南北方向に長い長方形プランを呈し、規模は長軸方向で約４．６

�、短軸方向で約４．１�を測り、推定床面積は約１８．９�と小型の住居跡である。主軸方位はＮ１５°Ｗを指

す。現存壁高は０．１１�～０．１９�を測り、床面は中央部から南壁に向けて緩やかに凹む。竪穴部の中央か

ら北側に焼土が確認された。主柱穴は４本柱とみられ、その距離は（ｐ１－ｐ２　１．４４�／ｐ２－ｐ３　１．８２ｍ

／ｐ３－ｐ４　１．４２�／ｐ４－ｐ１　２．３０�）で床面からの深さは約２４�～４６�である。遺物の多くは床面直上

か若干浮いた状態で出土した。

　出土遺物（第２７図：１２５～１３５）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。遺物の内訳

は、１２５～１２７は土師器の甕である。１２５は、口縁部が短く外反している。１２６・１２７は平底の底部である。 
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　１２８～１３１は土師器の壺である。１２８は口縁部が直立気味に伸び、口縁端部が尖り気味である。１２９は口

縁部に櫛描文を施している。１３０は肩部片で突帯を残し、刻みや数条の沈線文を施している。１３１は胴部

片で外面に横位の波状文を施している。１２９～１３１は沈線文の特徴から弥生土器ではないかと思われる。

１３２・１３３は土師器の高坏である。１３２は坏部がやや外反するもので、１３３は裾部が明瞭な稜をもち、「八の

字」状に開くものである。１３４は中世の擂鉢である。１３５は砂岩の磨石である。平面形態は楕円形を呈し、

周縁に敲打痕が観察される。 
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　調査区南壁沿い２号住居跡の南西４�Ｂ３グリッドに位置し、６号土坑が東側に隣接している。住居

の大部分は調査区外に向かって延びるかたちで検出された。８号住居と同様の構造と考えられ、プラン

はおそらく東西方向に長い長方形とみられ、主柱穴は不明である。主軸方位はＮ９０°Ｗを指す。現存

壁高は０．１２�を測り、床面はほぼ水平を保つ。埋土は４層で、１・３層は黒褐色土の焼土でプラン全体

に堆積し炭化物を多く含む。遺物の多くは床面直上か若干浮いた状態で出土した。

　出土遺物（第３０図：１３６～１４０、第３１図１４１～１４３）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。遺物の内訳

は、１３６は土師器の甕である。口縁部が直線的に伸びるもので内外面にナデ、工具ナデを施し、指頭痕が

残る。１３７～１４０は土師器の壺である。１３７～１３９は口縁部が外反するもので、１３７は外器面に斜方向のミガ

キを施している。１４０は小型丸底壺とみられ、外器面をヘラ磨きしている。１４１～１４３は土師器の高坏であ

る。１４１は全体的に丸みをもち稜の不明瞭なもので、 状をなす。１４２は脚部が短く、裾部に明瞭な稜を

もつ。１４３は脚部と裾部の分かれ目がない。
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　調査区南壁沿い第１竪穴住居跡群の南側Ｂ２グリッドに位置し、東に位置する７号住居跡と約９ｍ離

れている。住居跡の半分は調査区外に向かって延びるかたちで検出された。ほぼ東西に主軸をもち、東

西軸約６．２�、南北軸は不明であるが長方形プランであるとみられる。主軸方位はＮ７４°Ｅを指す。現

存壁高は０．１２�を測り、床面はほぼ水平を保つ。主柱穴は確認できなかった。埋土は暗褐色の粘性の砂

質土で鉄分が沈着している。硬化面や焼土等は確認できなかった。遺物の多くは若干浮いた状態で出土

した。

　出土遺物（第３２図：１４４～１５３）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域分布している。遺物の内訳は、

１４４～１４７は土師器甕の口縁部片である。口縁部が外反しながら直線的に伸びるもの（１４４～１４６）、口縁部

端部がわずかに内湾するもの（１４７）がある。１４８～１５１は土師器の高坏である。坏部の口縁部がわずかに

外反するもの（１４８・１４９）、坏部が大きく、深く明瞭な稜をもつもの（１５０）、脚部がわずかにエンタシス

状を呈するもの（１５１）がある。１５２・１５３は石器である。１５２は板状砥石で２面の平面状の研磨面をもつ。

１５３は磨製石斧で両面に自然面を残し、わずかに研磨痕が残る。 
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　調査区の中央部南端Ｂ４グリッドに位置する。１０号住居跡を切っている。東西方向に長い長方形プ

ランを呈し、規模は長軸方向で約４．４�、短軸方向で約３．１�を測り、推定床面積は約１３．６�と小型の住

居跡である。主軸方位はＮ７９°Ｅを指す。現存壁高は０．０６ｍ～０．１３ｍを測り、床面はほぼ水平を保つ。

竪穴の中央部に焼土が確認された。主柱穴は４本柱とみられ、その距離は（ｐ１－ｐ２　１．９２ｍ／ｐ２－ｐ３　

２．８６ｍ／ｐ３－ｐ４　２．２４ｍ／ｐ４－ｐ１　３．１２ｍ）で床面からの深さは約３０�～３６�である。遺物の多くは床

面直上か若干浮いた状態で出土した。

　出土遺物（第３６図：１５４～１５６）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。遺物の内訳

は、１５４・１５５は土師器甕の口縁部片である。口縁部が外反しながら直線的に伸びるもの（１５４）、口縁端

部がわずかに内湾するもの（１５５）がある。１５４は外器面にタタキがみられる。１５６は土師器壺の底部で平

底である。
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　９号住居跡に切られ、部分的に検出された。主軸をやや北に振った南北方向に長方形プランと考えら

れるが、規模および主柱穴については不明である。遺物は出土していない。
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　調査区の中央部のやや東よりＣ４グリッドに位置する。また、３６号住居跡と主軸がほぼ一致する。

南北方向に長い隅丸長方形プランを呈し、規模は長軸方向で約５．２�、短軸方向で約４．１�を測り、主軸

方位はＮ５４°Ｗを指す。現存壁高は０．２２�～０．４１�を測り、床面は南寄りが高くなる。竪穴の中央部に

焼土・硬化面等が確認された。主柱穴は４本柱とみられるが住居中央部から北寄りにあり、いまひとつ

不確定要素を残す。その距離は（ｐ１－ｐ２　１．９８�／ｐ２－ｐ３　１．６０�／ｐ３－ｐ４　１．５２�／ｐ４－ｐ１　１．８２�）

で床面からの深さは約２２�～３８�である。遺物の多くは床面直上か若干浮いた状態で出土した。

　出土遺物（第３８図：１５７～１６８・第３９図：１６９～１８０・第４０図：１８１～１８８）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。遺物の内訳

は、１５７～１６９は土師器の甕である。甕は口縁部が長くやや外反しながら直線的に伸びるもの（１５７～１６１）、

短く外反するもの（１６２）、やや外反し口縁部径が胴部径を上回るもの（１６３）、口縁部と頸部のくびれが

はっきりしないもの（１６２・１６４）がある。底部は明瞭な稜をもち平底で中央部がわずかに上げ底を呈す

るもの（１６６・１６８）、底部が一部平底になるもの（１６７）、木の葉底を呈するもの（１６９）がある。１７０～１７２

は土師器の壺である。口縁部が直線的に伸び、口縁端部は先細りとなるもの（１７０）、口縁部が内湾する

もの（１７２）がある。１７３～１８０は土師器の高坏である。高坏は坏部が深いもの（１７３）、坏部が浅く丸みを

帯びているもの（１７４）、坏身が深く 状をなすもの（１７５・１７６）、稜が明瞭なもの（１７７・１７８）がある。

脚部は、エンタシス状のもの（１７９）、円柱状の脚に伏鉢状の裾部が付くもの（１７４・１８０）がある。１８１～

１８３は土師器の鉢である。１８１は口縁部が内湾し、外器面に工具によるナデ調整がみられる。明瞭な平底

を呈し、底部外面を押圧により凹ませている。１８３は明瞭な稜をもつ。１８４は須恵器の坏の受部である。

１８５は須恵器の壺の頸部である。１８６は自然礫を利用した砥石である。全面的に砥面が確認されるだけで

なく、一部敲打痕が残り、台石としての機能をもっていたと考えられる。１８７・１８８は鉄製刀子である。

弥生時代後期・終末にかけてからの出土が多く武器や工具としての用途が考えられる。
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　調査区の中央から北西で１４号住居跡の北側Ｄ３グリッドに位置し、１６号住居跡に切られている。

立地的に１６号住居と同様に検出状況が非常に悪く、検出した面が掘底に近い状態であった。ほぼ東西

に主軸をもち、東西軸約３．２�、南北軸は不明であるが主柱穴の在り方から長方形プランであるとみら

れる。主軸方位はＮ６５°Ｅを指す。床面に５基の柱穴を確認したが、配置状況から４本柱ではないかと

みられる。１基は不明である。その距離は（ｐ１－ｐ２　１．８４ｍ／ｐ２－ｐ３　１．２０ｍ／ｐ３－ｐ５　不明／ｐ５－

ｐ１　不明）で床面からの深さは約２３�～３２�である。住居の北側には２号土坑を伴い、ｐ１－ｐ２－ｐ３－ｐ

５ の中央に焼土の広がりがみられる。前述のとおり検出状態が悪かったため、遺物の出土は少なかった

が焼土の付近から数十点検出されている。

　出土遺物（第３９図：１８９・１９０）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土している。遺物の内訳は、１８９・１９０は高坏である。１８９は坏

部に稜が明瞭で口縁部が外反する。１９０は脚部である。
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　調査区の中央から北西で１４号住居跡の北側Ｄ３グリッドに位置し、１５号住居を切っている。立地

的に１５号住居と同様に検出状況が非常に悪く、検出した面が掘り底に近い状態であった。ほぼ南北に

主軸をもち、南北軸約３．６�、東西軸約２．３６�の長方形プランを呈し、推定床面積は約８．５�と小型の住

居跡である。主軸方位はＮ２０°Ｅを指す。主柱穴は長軸方向に並ぶ２基とみられ、その距離は約２．０８�、

掘り底からの柱穴の深さはｐ１が３８�、ｐ２が１２�ほどである。他の住居跡と比較すると規模的に小型で、

土坑や焼土などの住居に付帯する遺構は確認できなかった。前述のとおり検出状態が悪かったため、遺

物は出土していない。

－４４－
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　調査区の東側北寄りＣ６グリッドに位置し、３４号住居跡が西側に隣接する。ほぼ東西に主軸をもち、

長軸約４．２４�、短軸約３．１０�の長方形プランを呈し、推定床面積は約１３．１�と小型の住居跡である。主

柱穴は不明である。主軸方位はＮ７０°Ｅを指す。現存壁高は０．０４�を測る。床面は掘り底をそのまま利

用したとみられ、中央部には焼土がみられる。埋土は１層でにぶい黄橙色の砂質土である。遺物の多く

は床面直上から数十点検出された。

　出土遺物（第４１図：１９１～１９３）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。遺物の内訳

は、１９１・１９２は土師器甕の口縁部片である。１９１は口縁部が直線的に伸び、口縁部の端部を平坦に仕上げ

ている。１９２は口縁部端部がやや内湾するもので、外器面にススが付着している。１９３は頁岩製の石包丁

である。両端に浅い抉りをもつ直背直刃タイプである。

－４５－
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　調査区の東端Ｃ６グリッドに位置する。１７号住居跡が北側に５�隣接する。ほぼ南北に主軸をもち、

長軸約５．０６�、短軸約３．３６�の長方形プランを呈し、推定床面積は約１７．０�と小型の住居である。主柱

穴は不明である。主軸方位はＮ２°Ｅを指す。現存壁高は０．０４�を測り、床面は掘り底をそのまま利用

したとみられる。中央部には焼土が確認される。埋土は１層でにぶい黄橙色の砂質土である。遺物の多

くは床面直上から数十点検出された。

　出土遺物（第４２図：１９４～１９６）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。遺物の内訳

は、１９４・１９５は土師器甕の口縁部片である。１９４は口縁部が斜め上方に直線的に伸び、端部を細く仕上げ

ている。１９５は口縁端部がやや内湾している。１９６は土師器の鉢の口縁部である。

－４６－
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　調査区の中央から北西のＤ２グリッドに位置し、１９号住居跡を切る。立地的に河川の氾濫等自然の

営力により土砂が堆積し、検出状況が非常に悪く、検出した面が掘り底に近い状態であった。ほぼ南北

に主軸をもち、東西軸約４．２�、南北軸約５．５�の隅丸長方形プランを呈し、推定床面積２３�と大型住居

である。主軸方位はＮ２４°Ｗを指す。床面に９基の柱穴を確認したが、配置状況から４本柱ではないか

とみられる。その距離は（ｐ１－ｐ２　２．１０�／ｐ２－ｐ３　２．１５�／ｐ３－ｐ４　２．３２�／ｐ４－ｐ１　２．０５�）で

床面からの深さは約３１�～３３�である。住居の北西側には８号土坑位置し、ｐ１－ｐ２－ｐ３－ｐ４の中央に焼

土・硬化面の広がりがみられる。遺物の出土は多く、床面直上か若干浮いた状態で出土した。なお、

１９号住居跡については２１号住居跡に切られ北隅方向のみ検出された。一部のみの検出であるが、北

隅の形状から考えて、平面形態は長方形と考えられ、主軸方位もＮ３８°Ｗと察する。遺物については

河川の氾濫等により検出状況が悪く２１号住居跡内の遺物と混合している状況で記載については２１号

住居跡に含める。

　出土遺物（第４６図：１９７～１９９・第４７図：２００～２０５・第４８図：２０７～２１１・第４９図：２１５～２３２・第５０図：

２３３～２３７）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。１９７～２１１は

土師器の甕である。１９７～２０１は肩張りせず、胴部最大径を胴部中位にもつ。１９７は頸部屈曲に不明瞭な稜

をもち、口縁端部が内湾する。内外面に指頭痕を残す。２００は胴長で頸部から口縁部にかけて直線的に

伸び、口縁端部が外反する。１９８は頸部から口縁部にかけて緩やかに外反するが大きくは開かない。頸部

と口唇部に明瞭な指頭痕が残る。１９９は口縁部が直立気味に立つ。２０１は口縁部が短く緩やかに外反する。

１９８・２０２は口径と胴部最大径がほぼ等しく、２０２は口縁部が直線的に伸び、口縁端部が内湾し、２０３は口

縁部がやや外反しながら直線的に伸びる。２０４～２０６は肩部が張り、胴部最大径が胴部上位にもち、口縁

部が外方に開き端部が外反するもの（２０４・２０５）、口縁部が直線的に伸びるもの（２０６）がある。底部は、

平底のもの（２０８・２０９）、丸底のもの（２１０・２１１）がある。２０８は外器面にタタキがみられる。２０６は木の

葉底を呈する。　２１２～２１４は土師器の壺である。２１２は大型の壺である。２１３・２１４は丸底壺である。２１３は

内器面に指頭痕を残し、２１４は内外面に指頭痕、底部に木の葉底を呈する。２１５～２２５は高坏である。形態

的バリエーションが多様であり、坏部と脚部に分けて分類する。

　坏部ａ　浅い体部に大きく外反する口縁部が付き、稜が明瞭なもの（２１９～２２２）

　　　ｂ　浅い体部に直線的な口縁部が付き、稜が明瞭なもの（２１８）

　　　ｃ　やや深さの有る体部に大きく外反する口縁部が付くもの（２１５）

　　　ｄ　全体に丸みをもち、稜の不明瞭なもの（２１６・２１７）

　脚部ａ　やや開き気味の直線的な脚に強く屈曲する直線的な裾部が付くもの（２２３）

　　　ｂ　やや開き気味で、屈曲する裾部が付くもの（２２５・２２４）

さらに、坏部や脚部の接合法には、粘土塊の充填と脚の貼付けも２通りがある。

　２２６～２２９は鉢である。口縁端部が直線的に伸びるもの（２２６）、口縁端部が内湾気味のもの（２２７～２３０）

がある。２３２は浅鉢の高台付の底部とみられる。２３３・２３４は手捏ね土器である。２３５～２３７は須恵器であ

る。２３５は蓋坏で、その形状や法量の違いからＴＫ２０８の時期ではないかと思われる。２３６・２３７は壺

の口縁部である。 
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　調査区の中央部よりやや北寄り西側に位置し、３号住居跡により切られている。また、プランの西側

東側が削平され壁の立ち上がりが確認できなかった。軸が不明であるためにプランも確認できなかった。

遺物も非常に少なく、小さな土師器片が出土しているにすぎない。 
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　調査区の東寄りＣ５グリッドに位置し、３４号住居跡から４ｍ離れている。南北方向に主軸をもち、

長軸方向約２．９４�、短軸方向に約２．７２�の方形プランを呈し、推定床面積は約８．００�と小型の住居であ

る。

主軸方位はＮ１５°Ｗを指す。現存壁高は０．１２�～０．２１�を測り、床面はほぼ水平を保つ。床面には４基

の柱穴を確認したが、配置状況から主柱穴はｐ１・ｐ２の２本柱が想定される。その柱間は約１．２�、深さ

約３２～４０�を測る。遺物の出土は少なかったが、焼土付近から数十点検出されている。

　出土遺物（第５３図：２３８・２３９）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土している。遺物の内訳は、２３８は土師器の甕で、口縁端部

がやや外反している。２３９は土師器の壺の口縁部である。 
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　調査区中央部から東南で３５号住居跡から東１１ｍＢ５グリッドに位置する。南北方向に主軸をもち、

長軸方向約３．８６�、短軸方向に約２．６４�の長方形プランを呈し、推定床面積は約１０．２�と小型の住居跡

である。主軸方位はＮ１４°Ｗを指す。現存壁高は０．１６�～０．１８�を測り、床面はほぼ水平を保つ。床面

には６基の柱穴を確認したが、配置状況から主柱穴は４本柱が想定される。しかし１基は不明である。

その距離は（ｐ１－ｐ２　１．４２ｍ／ｐ２－ｐ３　２．１６�）で床面からの深さは約１６�～２０�を測る。焼土は確認

されなかったが遺物は数十点検出される。

　出土遺物（第５３図：２４０～２４３）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土している。遺物の内訳は、２４０～２４２は土師器の甕である。

２４０・２４１は口縁部が直立して伸びている。２４２は平底の底部で外器面にタタキ調整がみられる。２４３は土

師器の高坏の裾部ではっきりした稜をなさず、大きく外方へ開く。 
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　調査区中央部より北側の端Ｄ３グリッドに位置する。１号・３号土坑の下から検出される。東西方向に

主軸をもち、長軸方向約３．６４�、短軸方向に約３．１８�の方形プランを呈し、推定床面積は約１１．６�と小

型の住居跡である。主軸方位はＮ８３°Ｅを指す。現存壁高は０．１８ｍ～０．２０�を測り、床面は中央部から

北に向けて緩やかに凹む。主柱穴は長軸方向に並んだ２本柱とみられ、その距離は（ｐ１－ｐ２　１．６８�）

で床面からの深さは約１０�～１２�を測る。主柱穴の間に焼土・炭化物等の広がりがみられたが、遺物の

出土は少なかった。

　出土遺物（第５６図：２４４～２５３）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土している。遺物の内訳は、２４４～２４８は土師器の甕である。

口縁部が強く外反するもの（２４４）、直立して外反するもの（２４５～２４７）がある。２４８は丸底の底部であ

る。２４９・２５０は土師器の壺である。２４９は頸部の貼付突帯部に布目圧痕を残す。２５０は丸底の底部で外器

面にタタキがみられる。２５１・２５２は土師器の高坏である。２５１は坏部の口縁部がわずかに外反している。

２５２は裾部で明瞭な稜をもち開くものである。２５３は土師器の で口縁部が丸みをもつ。

－５６－

��������	�����������	
��
 ��������



��������� 	
���������

　調査区東側北寄りＣ５グリッドに位置し、１７号住居跡が東側に隣接する。南北方向に主軸をもち、長軸

方向約３．２８�、短軸方向に約２．７８�の長方形プランを呈し、推定床面積は約９．１�と小型の住居跡であ

る。主軸方位はＮ１５°Ｗを指す。現存壁高は０．０４�～０．１０�を測る。床面は水平を保ち、中央部に焼土

が確認された。主柱穴は４本柱とみられ、その距離は（ｐ１－ｐ２　１．７６ｍ／ｐ２－ｐ３　２．３６ｍ／ｐ３－ｐ４　１．６６

�／ｐ４－ｐ１　１．８６�）で床面からの深さは約１８�～２２�である。遺物の出土はなかった。 

－５７－
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　調査区中央部南端Ｂ４グリッドに位置し、９号・１０号住居跡の下から検出される。東西方向に主軸

をもち、長軸方向約５．４４�、短軸方向に約４．６４�の隅丸方形プランを呈し、推定床面積は約２５．２�と

大型の住居跡である。主軸方位はＮ７２°Ｅを指す。現存壁高は０．２０�～０．２２�を測り、床面は中央部

から西に向けて緩やかに凹む。竪穴部の中央部に床面積の６．７�の楕円形の掘り込みが確認された。埋土は

褐色土で炭化物を多量に含む。主柱穴は４本柱とみられ、その距離は（ｐ１－ｐ２　３．２０ｍ／ｐ２－ｐ３　

３．００�／ｐ３－ｐ４　３．３２�／ｐ４－ｐ１　２．６８�）で床面からの深さは約２０�～２８�である。遺物の多く

は床面直上か若干浮いた状態で出土した。

　出土遺物（第６０図：２５４～２７５）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土しており、プランのほぼ全域に分布している。遺物の内訳

は、２５４～２５８は土師器の甕である。２５４・２５５は口縁部が直立して伸びるもので、２５６は口縁端部がやや

内湾している。２５５は外器面にタタキが施されている。底部は平底（２５７）、丸底（２５８）のものがある。

２５９・２６０は土師器の壺である。２５９は口縁部がやや外反し、口縁端部に丸みをもたせて仕上げている。

頸部に刻目突帯を施す。２６０は頸が「くの字」状に付け根付近から外反するものと思われる。２６１は底部

で外器面にタタキが施されている。２６２～２６５は土師器の高坏である。２６２は坏部がやや外反し、外器面

に櫛描波状文が施されている。２６３・２６４は裾部がはっきりした稜をなさず「八の字」状に大きく外方へ

開くものである。２６５は直線的に開く裾部である。２６６～２７１は土師器の鉢である。口縁端部が内湾するも

の（２６６・２６７・２６８）、直線的に伸びるもの（２６９）、屈曲し外反するもの（２７０）がある。２７１は鉢のミニ

チュア土器底部である。２７２～２７４は石器である。２７２は円礫の自然面を背面とする剥片を素材とするも

ので平面は楕円形、断形楔形と考えられ、石包丁との関連が想起できる。２７３・２７４は磨石である。凝灰

岩の扁平な円礫を用いる。表裏一面に磨痕が認められ、周縁に敲打痕が認められる。２７５は鉄鏃である。

銹化著しく形状は不明瞭だが、両丸造篦被柳葉式と思われる。茎には横方向の繊維痕がみられる。全長

１１．８�（うち刃部長７．１�、茎長４．６�）厚さ１．４�、である。
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　調査区の東側北寄りＤ５グリッドに位置し、４号土坑の下から検出される。東北東方向に主軸をもち、

長軸方向約５．９８�、短軸方向に約４．７２�の隅丸長方形プランを呈し、推定床面積は約２８．２�と大型の住

居跡である。主軸方位はＮ５０°Ｅを指す。現存壁高は０．２０�～０．２８�を測り、床面は中央部から南に向

けて緩やかに凹む。主柱穴は４本柱とみられ、その距離は（ｐ１－ｐ２　２．２０ｍ／ｐ２－ｐ３　１．７４ｍ／ｐ３－

ｐ４　２．１８�／ｐ４－ｐ１　１．５４�）で床面からの深さは約４２�～７０�である。床面は掘り底から１０�ほどの

厚さで炭化物をブロック状に含む褐色土が堆積しており、その上面に硬化した部分がみられたことから

貼り床であったと考えられる。遺物の多くは床面直上か若干浮いた状態で出土した。

　出土遺物（第６１図：２７６～２９３）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土している。遺物の内訳は、２７６～２８０は土師器の甕である。

２７６・２７７は口縁部が長くやや外反しながら直線的に伸びる。２７６の口縁端部は丸みを帯び、２７７は口縁端

部が薄くなって尖り気味にまとまる。底部は平底でわずかな上げ底を呈するもの（２７８）、わずかに凸レ

ンズ状を呈するもの（２８０・２７９）ものがある。
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　２８１～２８４は土師器の壺である。２８１は複合口縁を有し、口縁部外面に櫛描波状文がみられる。２８２は口

縁部が直線的に伸び、口縁端部は先細りとなりやや内湾する。外器面はハケ目調整がみられる。２８３は

小型丸底壺の頸部である。２８４は頸部で貼付突帯が施され、内面は剥離している。

　２８５・２８６は土師器の高坏である。坏部が明瞭な稜を有し、口縁端部はやや外反する。２８７・２８８は土師

器の鉢である。外器面に指頭痕を残す。

　２８９・２９０は土師器の坏である。２８９は口縁端部が先細りし、内外面ナデを施している。２９０は底径と口

径の差が大きくなり、体部は基本的にラッパ状に大きく開く。内外面とも回転ナデである。

　２９１は須恵器の甕である。外器面に格子目タタキを施している。

　２９２は土製の鞴の羽口である。

　２９３は砂岩製の敲石である。表面中央部と側面に明瞭な敲打痕を残す。
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　調査区の中央部やや南寄りの２号住居跡と第２竪穴住居跡群の間Ｃ３グリッドに位置する。東北東方

向に主軸をもち、長軸方向約７．２４ｍ、短軸方向に約４．９６ｍの隅丸長方形プランを呈し、推定床面積は約

３５．９㎡と大型の住居跡である。主軸方位はＮ７０°Ｅを指す。現存壁高は０．１６ｍ～０．３２ｍを測り、床面は

水平を保つ。竪穴部中央には焼土が確認された。主柱穴は４本柱とみられるがｐ４は不明である。その距

離は（ｐ１－ｐ２　３．７８ｍ／ｐ２－ｐ３　２．７２ｍ／ｐ３－ｐ４　不明／ｐ４－ｐ１　不明）で、床面からの深さは約３４

�～６０�である。床面は掘り底から１０�ほどの厚さで炭化物をブロック状に多量に含む暗褐色土が堆積

しており、その上面に硬化した部分がみられたことから貼り床があったと考えられる。遺物の多くは床

面直上か若干浮いた状態で出土した。

　出土遺物（第６５図：２９４～３１０）

　この住居跡に伴う遺物は主に下層から出土している。遺物の内訳は、２９４～２９８は土師器の甕である。

２９４は胴長で口縁部が長くやや外反しながら直線的に

伸びる。外器面に平行タタキ後にハケ目調整を施し、

内器面に指頭痕、ハケ目調整を施している。２９５は胴

長で最大径を胴部にもち、胴部が球形している。外器

面に平行タタキが施され、内器面に工具ナデ後にナデ

を施している。２９６は口縁部が斜め方向に直線的に伸

び、頸部に明瞭な稜をもつ。最大径が口縁部にあり、

器面調整は内外面ともナデ調整である。２９７・２９８は口

縁部が短く「くの字」状に外反し、口縁端部が先細り

する。　　　　　　　　　　　　　

　２９９～３０４は土師器の壺である。２９９・３００は複合口縁

を有し、口縁部外面に山形に近い櫛描波状文を施して

いる。３０１は複合口縁を有し、口縁部外面に斜方向の工

具ナデ後板状工具で線刻による直線的な文様を施し

ている。３０２は口縁端部を平坦に仕上げている。

３０３は頸部の刻目突帯である。３０４は丸底の底部である。

　３０５は土師器の鉢である。頸部で屈曲、短く外反し明瞭な稜をもつ。

　３０６は杓子土器と考えられるが、杓子状というよりは注口土器としての機能が考えられる。また、第

６２図３０７は熊本県城南町歴史民俗資料館にある舟形土器（弥生後期後葉：２世紀後半）に類似している。

祭祀に使われた土器とも考えられる。赤塚次郎氏によると、この弥生時代後期から邪馬台国時代（古墳

時代早期）前半期にかけては、広域的な活発な土器の全国的な動きが見られない時期であり、つまり個

性的であり、かつ地域性豊かな文化が日本列島各地に花咲いた時代だと思われる。各地の個性的な土器

様式の誕生ともいえる。３０７の土器も山口遺跡第２地点出土土器の個性的な土器の一つといえよう。

　３０８は器種は不明であるが、外器面にタタキを施し、内器面に布目痕が残る。

　３０９・３１０は鉄器である。３０９は剣（短剣）の身部片と思われるが背関が深くすき取られたようになって

おり、あるいは大型の刀子片かもしれない。平造り、角背。銹化剥離が著しい。３１０は不明鉄器で、錆が

かなりひどく不鮮明である。
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（２）土壙墓（ＳＤ）
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　調査区中央南側の２号住居跡の東側Ｂ３グリッドから検出された。遺構の南側の大部分は調査区外に

延びているため、プランの約２分の１を検出した。全長不明の方形プランで深さは約３２�である。埋土

は大きく３層に分けられる。須恵器模倣 などの土器が出土する層、その下位の無遺物層、最下層の粘

土により張床した層である。被葬者の胸に土師器を共献し埋葬したのではないかと推測される。遺物は

少量出土している。出土土器より、古墳時代中期後半、５世紀後半から６世紀前半に位置付けされる。出

土遺物は３１１～３１３である。

　３１１はＴＫ２０８段階の須恵器の に類似した形態で、胴部に穿孔がみられる。３１２・３１３は甕の底部で、

外面にタタキがみられる。

（３）土　坑（ＳＣ）

　山口遺跡第２地点の土坑は竪穴住居跡の周辺に存在する。規模は２ｍ前後のものが多く、平面形態は

円形プランが４基、方形プラン１基、不定形１基で、深さは約２０�～４０�である。遺構の性格について

は不明なものが多い。埋土は基本土層Ⅳ層を主体とし、遺物は土師器片が出土している。時期について

は遺物の関係から古墳時代の前期（ＳＣ１・ＳＣ４）と中期（ＳＣ２・ＳＣ３・ＳＣ５・ＳＣ６・ＳＣ８）

に分かれる。　

　���� ����������

　調査区北側の３３号住居跡の東側Ｄ４グリッドから検出された。長軸約２．０８�・短軸約１．６５�の円形

プランである。検出面の深さは約３２�であるが、表土剥ぎの段階で遺構上面が削平された形で検出され

たので、正確な深さは不明である。埋土を観察すると、遺物は第４層の褐色土層から検出されている。

褐色土は３３号住居の第３層（埋土、焼土混在）とよく似ており、１号土坑は３３号住居に切られた状

態であると判断できる。

　出土遺物は（第６８図）に示している。この遺構に伴う遺物は主に下層から出土している。３１４～３１７は

土師器の甕である。３１４は口縁端部がやや内湾し、３１５はやや外反する。３１６・３１７は小型の甕で、３１７は外

器面にミガキが施されている。３１８は甕の底部である。３２０・３２１は直線的に広がり屈曲して開く高坏の裾

部である。３２１は円形透かしを施している。
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　調査区中央北東側の３６号住居跡の上面Ｄ５グリッドから検出された。長軸約２．６８�・短軸約１．８８�

の不整長方形で、検出面の深さは約１５�である。埋土を観察すると、遺物は第２層の褐色土層から検出

されている。出土遺物は土器片が少量検出された。

　第６８図の３２２は土師器の壺の口縁部である。複合口縁を有し、口縁部外面に櫛描波状文がみられる。 
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　調査区北側の１６号住居跡北西Ｄ３グリッド

から検出された。遺構の北半分は調査区域外で

あり、約２分の１の検出であった。正確な平面

形態は不明であるが、およそ直径約１．５５�の円

形と推測される。検出面の深さは約１８�である。

埋土を観察すると、遺物は第３層の灰黄褐色土

層から土器片が少量検出されている。３２３は口

縁部が直線的に伸びる土師器の甕である。３２４

は口縁部が直線的に伸びる高坏である。
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　調査区北側の３３号住居跡を切る形でＤ４グ

リッドから検出された。長軸約３．０８�・短軸約

１．８０�の不定形で、検出面の深さは約１０�であ

る。埋土を観察すると、遺物は第２層のにぶい

黄褐色土層から土器片が少量検出された。３２５

は壺の肩部片で横方向のナデ後に斜方向の沈線

文を残す。３２６・３２７は高坏である。３２６は口縁

部が直線的に伸びるもので、３２７は直線的に開

く裾部である。　　　　　　　　　　　　　　
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　調査区中央東よりの３７号住居跡の東側

Ｃ３グリッドから検出された。長軸約１．７０

�・短軸約１．３３�の楕円形で、検出面の深

さは約３２�である。埋土を観察すると、遺

物は第２層の褐色土層から土器片が少量検

出された。

　３２８は、口縁部が外反しながら直線的に

伸びる土師器の甕である。　　　　　　　
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　調査区南側の７号住居跡の東側Ｂ３グリッドから検出さ

れた。長軸約１．４５�・短軸約１．３５�の円形で、検出面の深さ

は約４０�である。埋土を観察すると、遺物は第５層の黒褐色

土層から土器片が少量検出された。

　３２９は、口縁部が直線的に伸びる土師器の甕である。口縁

端部が先細りする。　　　　　　　　　　

（４）包含層出土の遺物（第７３図～第７４図）

　３３０～３３４は土師器の甕である。甕は口縁部が外方に開き、口縁端部がやや外反するもの（３３０）、平底

の底部を有し、口縁部で最大径を測るもの（３３１）、口縁部が「くの字」状に屈曲し内湾するもの（３３２）

がある。３３２・３３３・３３４は外器面にタタキが施されている。３３５は口唇端部と口縁部下の１条の三角状の

貼付突帯上に連続刻目文を施す下城式系の甕の口縁部である。３３６～３４２は土師器の壺である。３３６～３３８

は複合口縁を呈する。口縁部外面に山形に近い櫛描波状文を施しているもの（３３７・３３８）、頸部に格子

目状突帯を施しているもの（３３９）、胴部に貼付突帯を施しているもの（３４０）がある。３４１・３４２は小型の

丸底壺で３４１は外器面にミガキが一部施されている。３４３は高坏の脚部であり、内湾しながら立ち上がる
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裾部とエンタシス状に近い直立気味の脚柱部をもつ。脚柱中央部に円形透かしを４カ所施し、坏部と脚

柱部の境に刻目突帯を施している。３４４・３４５は土師器の鉢である。口縁部が内湾し口縁端部が丸みをも

つもの（３４４）、口縁端部が先細りになるもの（３４５）がある。３４６は口縁部が内湾し口縁端部が先細りす

る である。３４７～３４９は手捏ねのミニチュア土器である。須恵器は甕、壺、坏身が出土している。甕は

口縁部が外反し、口縁端部を平坦に仕上げている（３５０）。壺は口縁部外面に突帯を設けており、器面調

整は内外面とも回転ナデである（３５１）。坏蓋はＴＫ４７期平行とみられる（３５２）。３５３は土錘である。３５４

～３５９は陶磁器である。３５４は壺、３５５は甕、３５６・３５７は碗、３５８・３５９は皿である。

－７２－
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　包含層から出土した石器は少なく、第７５図に記載したものがほとんどである。石器の使用された時期

については特定できないので一括して記述したい。

　３６０は板状砥石である。自然礫をほとんど加工せずに砥石に転用したと考える。使用石材は頁岩であ

る。研磨面は表裏の２面で平坦状のものである。３６１は台石状砥石である。大振りな礫を利用した砥石で

ある。大型で据え置いて利用したと考えられる。使用石材は砂岩で変則的な４面の研磨面をもつ。各研

磨面は皿状に窪んでいる。３６２～３６４は磨石である。砂岩の扁平な礫を用いる。表裏一面に磨痕がみられ、

周縁には敲打痕が認められる。３６５は石製の管玉である。石材は蛇紋岩で１点のみの出土である。両端よ

り穿孔している。３６６は石製の勾玉である。本遺跡では勾玉が２点出土した。石材は蛇紋岩でＣ字状に湾

曲する形状で、頭部に両側より径２�の穿孔を施している。 

－７４－

��������	���������� 	
��

���
�������
�������
���
�����
�



����� ����	


　包含層から出土した鉄器は少なく、第７６図に記載したものがほとんどである。鉄製品の使用された時

期については特定できないので一括して述べる。

　３６７・３６８は頭部先端が折り曲げられた断面方・長方形の釘状の鉄製品である。銹のため亀裂が著しい。

３７０・３７１・３７２は鉄鏃の篦被ぎ片と思われる。まだ接合する可能性もあるが現状では困難であった。い

ずれも銹化が著しい。現存長は次の通りである。３７０は３．５２�、３７１は４．２３�、３７２は５．９２�。３６９は断面

の形状が偏平であるが、器種は不明である。

－７５－
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　宮崎県埋蔵文化財センターでは、普及活動の重要性と必要性を考え、様々な活動を行ってきた。

　学校における文化財の活用に関しては、ことさら目新しいものではなく、学校・文化財行政の相互の

要請により、従前から実施していたことは確かである。では、何故、今、学校での文化財の活用を問い

直す必要があるのかといえば、学校教育の変革に伴い、制度的に文化財を活用する門戸が開かれようと

しているからである。

　平成１４年度から完全実施された新学習指導要領では、地域の特性・人材を生かした学習活動が盛り込

まれている。地域学習と学校の一層の連携、人材バンクを望んでいる。その上で「総合的な学習の時間」

の実施に伴う外部講師の積極的な活用や、地域の教育資源の有効利用は、地域研究の膨大な蓄積がある

文化財関連諸学の成果を活かす格好の機会である。また、埋蔵文化財を通して、我が国の歴史を正しく

認識、理解させることは、自国の歴史に誇りを持たせ、これからの国際社会において自国の歴史を理解

する上でも重要な事である。

　そこで、山口遺跡第２地点では、普及啓発活動を３回実施した。「山口遺跡第２地点遺跡説明会」「遺

跡を通じた総合的な学習の時間－延岡市立上南方小学校－」「発掘調査を活用した職業体験学習－延岡市

立南方中学校－」である。特に、学校教育との連携ということで実施した「遺跡を通じた総合的な学習

の時間」は、１年間を通して、「遺跡を通じた地域学習」を学習に取り入れ、開かれた学校として、地

域の教育力を生かす総合的な学習の構成を試みるものとなった。

　子どもたちが埋蔵文化財センターで学ぶ大切なことは、専門的な知識や技能だけでなく、予想以上に

広がる活動を他者と協力しながら成し遂げようとしていることである。さらに、多くの児童生徒が見通

しを持って活動に取り組み、積極的に解決の方法を探る姿勢が身に付き、自己課題の追求にも前向きに

取り組めるようになることである。そして、埋蔵文化財センター、地域の方々との関わりを通して、コ

ミュニケーション能力をはじめとする人間性も身に付いてくるのである。

　山口遺跡第２地点に係わる普及啓発活動は以下の日程で行った。実施にあたっては、国土交通省九州

地方整備局、東臼杵教育事務所、延岡市教育委員会をはじめとする関係諸機関の協力を得た。

 

－８７－

◆平成１４年５月２９日（水）��������を実施。

　　　　　　　　　　　　・延岡市立南方中学校主催（午前８時３０分から午後４時３０分）

　　　　　　　　　　　　・参加生徒　南方中学校３年生４名（男子２名：女子２名）

◆平成１４年６月２７日（木）���������	
��
�������
�����を実施

　　　　　　　　　　　　・延岡市立上南方小学校主催（午前９時から午前１１時３０分）

　　　　　　　　　　　　・参加生徒　上南方小学校６年生２６名

◆平成１４年７月１３日（土）���������������を実施。

　　　　　　　　　　　　・宮崎県埋蔵文化財センター主催（午後１時から午後３時）

　　　　　　　　　　　　・見学者８５名



 

－８８－
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備　考時数単　　　元　　　名月学期

遺跡発掘体験

（Ｈ１４．６．２７）

外部指導者に

よる授業実践

（Ｈ１４．７．５）

１

１

４

１

１

○山口遺跡第２地点を調べて、そこにあった土器を作ろう。�

　（１）テーマの決定。

　（２）遺跡について調べる。

　（３）発掘調査をする。（体験学習）

　（４）発掘された土器を観察する。

　（５）土器の特徴をまとめ、人々のくらしを考える。

５

１

外部指導者支援

外部指導者支援

外部指導者支援

１

１

４

２

２

５

２

１

４

１

○山口遺跡第２地点を調べて、竪穴式住居を作ってみよう。�

　（１）テーマの決定。

　（２）竪穴式住居について調べる。

　（３）発掘調査の状況を調査する。（調査活動）

　（４）竪穴式住居についてまとめ、人々のくらしを考える。

○山口遺跡第２地点を調べて、そこにあった土器を作ろう。�

　（１）土器づくりをする。

○山口遺跡第２地点を調べて、竪穴式住居を作ってみよう。�

　（１）竪穴式住居づくりをする。

○縄文時代の食生活を体験しよう。

　（１）縄文時代の食材、調理方法を調べる。

　（２）縄文食の調理計画を立てる。

　（３）縄文食の調理実習。

　（４）縄文時代の食生活についてまとめる。

9

１０

１１

２

５

２

○学習のまとめをする。

　（１）わくわく発表会にむけての準備をする。

○「わくわく発表会」

２

３

３

◆　埋蔵文化財センター支援情報

　�　遺跡地図は、宮崎県埋蔵文化財センター及び延岡市教育委員会が保管している。その他は、発

掘調査報告書に遺跡の位置と簡単な性格が記載されている。

　�　考古資料は、宮崎県埋蔵文化財センター、県立博物館、延岡市教育委員会、歴史民俗資料館、

公民館等に保管されている。

　�　土器の写真は歴史図鑑や美術図鑑などに載っているので活用できる。また、埋蔵文化財セン

ターホームページにも県内の各遺跡の写真等を掲載している。
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平成１４年６月２７日（木）

山口遺跡第２地点を調べて、そこにあった土器を作ろう！

１　単元の目標

　　○　遺跡や発掘された考古資料や情報を調べることによって、郷土の歴史遺産のすばらしさに気

づかせる。

　　○　遺跡や発掘された考古資料や情報をもとに、自ら自分の課題を決めたり、学習計画を立てて、

意欲的に課題解決をしようとする態度を育てる。

　　○　縄文時代の生活を疑似体験することによって、当時の人々の苦労や努力、生活の変化や継承

２　指導計画

教　師　の　支　援学　　習　　活　　動時間

�意欲的、自主的に活動できるように自分た

ちで調べて行くことにする。

１　山口遺跡第２地点を調べる学習の計画を

立てる。

　○やってみたいことを考える。

　○テーマを決める。

１

�市立図書館への協力を依頼する。

�社会科で学習した遺跡についてより詳しく

調べさせる。

２　遺跡について調べる。

　○図書室で資料を探す。

　○遺跡について調べる。
１

�実際に発掘されたものから、当時の生活を

忍ばせたり、時代の変化に気づかせる。

３　発掘調査をする。

　○山口遺跡第２地点で発掘作業の体験学習

をする。

４

�どのような特徴を記すべきか、的確に観察

できるようにする。

４　出てきた土器を観察する。

　○土器を観察して特徴をまとめる。１

�発掘された土器から考えられる当時の人々

のくらしについて考える。

５　土器の特徴をまとめ、人々のくらしを考

える。

　○土器から当時の人々のくらしを考える。
１

�発掘した土器を思い出させながら、取り組

ませる。

６　土器づくりをする。

　○文様の付け方を観察し、土器を作る。２

◆　活動の留意点
　�　発掘作業員との幅広い年齢層との交流を図り、知恵や技術を学ぶ。
　�　サポーティングティーチャー（延岡市文化課との交流）を探し、児童の興味・関心を満たせる

ような専門的な知識を持たせる。
　�　学年通信等を使い、保護者への説明責任を果たし、理解協力を求める。
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　山口遺跡第２地点においては、弥生時代後期から古墳時代中後期の竪穴住居跡３８軒、土壙墓１基、土

坑７基の遺構・遺物が検出された。以下各時期における遺構群・遺物の概略をまとめ、調査報告の概括

としたい。
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（１）集落構成　

　山口遺跡第２地点は細見川の左岸、細見川により開析された標高約１６�の河岸段丘縁辺部の沖積低地

に位置する。河床と遺跡の比高差は現況で約２�である。本遺跡の堆積土壌は、黄褐色砂質河成二次堆

積土すなわち氾濫土であり、わずかな降雨で冠水するなど、水の引きは非常に悪い。そのため現在の集

落は、遺跡東部の丘陵裾部に営まれている。そして沖積地の多くは水田や畑地として利用されている。

　本遺跡の現況は水田であったが、旧地形は圃場整理事業により大規模な改変がなされており不明な点

が多い。調査区に入れたトレンチの情報を断片的に分析すると、本遺跡造営以前、少なくとも弥生時代

以前には調査区は細見川の一部だったことが窺える。その後、河川の氾濫等自然の営力により土砂が堆

積する。河の流れが微妙に変化するとともに、弥生時代終末から集落が営まれることになる。集落は、

古墳時代前中期をピークに、平安時代まで続くと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　河川を目前に控えた集落だけに、数多くの被災の痕跡を留めているが、平安時代以降にそれまでには

類を見ない災害に見舞われることになる。おそらく、調査区すべてが水没し沼地と化したのだろう。結

果、集落は調査区東側などの段丘裾部に移動したと考えられる。ここに沖積地が生産地として用いられ

る端緒が認められ、それが現在まで続いてきたのだろうと思われる。しかし、後背の高台に集落があり、

あえて後背湿地に集落を営んだ背景は不明である。　

－８９－
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（２）竪穴住居跡について

　住居跡はすべて方形プランである。埋土と堆積土の判別が容易ではなく、壁面・床面の検出は非常に

困難であった。また、過去の耕地整理により竪穴が削平され床面付近での検出となった住居跡も多い。

基本的に住居中央部に焼土や炭化物の広がり、硬化面を持つ。そのため単独で焼土がある場合は、竪穴

が焼失している竪穴住居跡と判断し遺物の広がり、土質の変化をもとに住居跡の範囲を推定した。遺構

検出面は第Ⅳ層上面である。以下、個別に検討する。

①　竪穴住居跡の平面形態及びその内部構造

　平面形はおおよそ方形を基準として構築されたことが理解できるが、規模的な観点から平面形も含め

て類別すると、次のように細分化が可能である。　

　Ⅰ類　長軸が５�を越える大型住居

　　　ａ．主軸長が若干短い横長の長方形プラン…１１・１４・３５・３６・３７号住居跡

　　　ｂ．主軸長が若干長い縦長の長方形プラン…２・２１号住居跡

　　　ｃ．正方形プラン………………………………３・２８号住居跡

　Ⅱ類　長軸が４�以上５�未満を測る中型住居

　　　ａ．主軸長が若干短い横長の長方形プラン…９・１７住居跡

　　　ｂ．主軸長が若干長い縦長の長方形プラン…１・５・１８・１９住居跡

　Ⅲ類　長軸が２�以上４�未満の小型住居

　　　ａ．長方形プラン………………………………４・１３・１６・３２住居跡

　　　ｂ．正方形プラン………………………………３１・３３・３４住居跡

　Ⅳ類　プランが不明である。………………………７・８・１０・１５・２０・２５・２６・２７・３８住居跡

などの類型に分けて捉えられる。

　Ⅰ－ａ・ｂ類についてみると長軸が５～６�であり、この遺跡では大型の部類にはいる。柱穴はすべ

て４本柱であるが、炉及び貯蔵穴については検出できなかった。しかし、Ⅰ－ｃの３号住居跡について

は、不定形の掘り込み（貯蔵穴？）や炭化物を含んだ石組が検出され火所として利用された可能性があ

る。また３号住居跡には多くの炭化材が検出され焼失家屋と考えられる。床面の貼床が確認できたのは

１４号・３６号住居跡で他の住居跡については遺存状態が悪く貼床の有無がはっきりしなかった。

　Ⅱ－ａ・ｂ類についてみると１辺が４�前後で、柱穴は２本柱から４本柱である。

　Ⅲ類についてみると長軸が２．７２～３．６４�と小型で主柱穴はすべて４本柱である。ただ深さがかなり浅

く１０～２０�ぐらいで、検出した面が堀り底に近い状態であった。また、小型、中型の住居跡は、貯蔵穴

等の付属施設は伴わないと思われる。

　Ⅳ類については切り合った状況の中で、平面プランの確認ができなかったもの、不明なものを一括し

て取りまとめたものである。以上分類ごとに述べてきたが、各分類をみてもさらに多種におよぶと考え

られる。本遺跡の時間的変遷をみると、河川の氾濫等により短時間にさまざまな形態の住居跡が出現し、

変化していったことが伺える。

②　住居跡の分布と時間の変遷

　それでは、分類ごとの住居跡の分布状態をみてみると、その形態ごとにまとまりがあることがうかが

える。遺跡全体のうち、東西において線的にしかうかがえないが、分布の移動及び住居跡の切り合い関

係から、時期の変遷が僅かではあるが、うかがうことができる。調査区の東側から順にそのまとまりを
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見てみることにすると、調査区東側から調査区壁沿いにⅢ類が点在する。遺跡のほぼ中央にⅠ類ａ・ｂ

とⅡ類ａ・ｂがあり、これらの類はお互いに重複している。また、主軸方位の関係から１４・３７・３５

号住居跡と２５・３・３６・１１号住居跡はそれぞれ同時期ではないかと予想される。このように、大ま

かではあるが、グループごとにその変遷が見えてくる。さらに、これらのグループに属する住居跡の切り合い関

係から見てみると、一部不明確な面もあるが、第１竪穴住居跡群・第３竪穴住居跡群においては、時期差

がなく住居の建て替えが行われた可能性がある。そこで、以下のような新旧関係が浮かび上がる。

　ただし、単純に何�をもって何型とする基準は無意味であり、そこでの理解は１時期における住居構

成や個々の性格と機能、出土遺物等を関連づけて追求することはもちろんであるが、当時の環境（細見

川の氾濫等における住居の位置関係：第７７図参照）などにも目を向けていく必要がある。

　県内の遺跡から本遺跡と類似している遺跡をみると、東郷町鶴野内中水流遺跡、新富町上薗Ｆ地区遺

跡、国富町西下本庄遺跡などがある。特に鶴野内中水流遺跡と類似しており、時期が下がるほど小規模

化していく傾向がうかがえる点にある。また、本遺跡は上薗遺跡のように、何れも短時間あるいは断続

的に中期から後期まで継続している。谷口武範氏の「上薗遺跡Ｆ地区出土土器編年表」による上薗遺跡

の集落形成と類似しており、本遺跡もⅣ期あるいはⅤ期に住居の数が大幅に増加し、それ以降は急速に

集落の規模は縮小するものの、１世紀以上継続した集落であると思われる。
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　各住居跡の中から、かなりの量の土器が出土した。その器形は甕・壺・高坏・鉢・坏・椀・手捏土器

等で、数千点に及ぶ。本報告書に掲載できたのはその一部である。

　山口遺跡第２地点は五ヶ瀬川の北岸にあって丘陵が複雑に入り込んだ所に位置する。五ヶ瀬川は、西

は熊本、大分両県境の九州山地に源を発して、高千穂町、日之影町、北方町と順次東流して日向灘に至

る県北随一の河川であり、流域に各時代の文化を育んでいる。両地方（大分・熊本）、さらに瀬戸内地

方の影響を受けていたと考えられる。また、それらの影響を受けつつも独自の文化を受け継いでいたと

もいえる。土器についてもこのことがうかがい知れる。ただ延岡市における弥生時代終末から古墳時代

中後期までの遺跡の発掘例が乏しく、他遺跡との対比が出来なかったことから明瞭な時期判断が出来な
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かった。このような理由から「弥生時代後期から古墳時代中後期にかけて」と曖昧な時期判断をせざる

を得なかった。ここでは、前述で分類した住居跡のうち、大まかな住居跡を選出し、それから出土した

土器を比較することで、時期の変遷を見てみることにする。なお、時期決定については、須恵器との供

伴関係から求め、また、土器の時期区分については、今塩屋毅行・松永幸寿氏による「日向における古

墳時代中～後期の土師器」、谷口武範氏の「上薗遺跡Ｆ地区出土土器編年表」を参考にし、山口遺跡第

２地点土器編年（Ａ期～Ｅ期）を作成した。時期差が土器関連等からかなり重複すると考えられる。
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　Ａ期については２時期に細分化される。Ａ－１期の甕は、口縁部が「くの字」状で口縁部付け根付近

から外反するもの（１２１・２９４）、直立して伸びるもの（１１６）があるが、その内面の稜線はいずれも明瞭

である。また外器面にタタキが施されている。ただ、底部のつくりがやや小さく、胴部の大きさに対し

て不安定な印象を与える。Ａ－２期の甕は、外器面にタタキが消え最終調整が板状工具によるナデ、ま

たは指によるナデ仕上げによるものが主体である。口縁部が立ち上がり気味に開くもの（１３・６７・２０６・

２７６）、短く外反するもの（１６２）がある。住居跡Ⅰ－ｃ類については３号住居であり、土器の時期幅が

広く、川の氾濫による建て替え等の影響ではないかと思われる。また、本遺跡はこの時期に集中してお

り、住居跡Ⅰ－ｂ類～Ⅱａ・ｂ類に至っては木の葉底を呈する甕が多くなってくる。また、口縁部が短

く屈曲するもの（１２５）、胴部の中位が張るもの（１１５・１８）等がある。４号住居跡出土土器（１２１）につい

ては弥生時代後期の土器と考えられる。吉本正典氏は宮崎平野出土の甕を大きく２つに分類した。一つ

は、布留式土器の影響を受けた球形胴甕、もう一つは弥生時代後期後半以来の伝統をもつ在地系甕であ

る。本遺跡の甕は２１号住居跡に多くみられるように布留式土器の影響を受けた球形胴甕（１９９・２０３～

２０５）が全体的に多く、年代は５世紀中頃から後半前後と考えられる。
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　Ａ期～Ｂ期の壺は「くの字」状に内傾する二次口縁部をもつ二重口縁壺（２９９・３００）や小型丸底壺

（３４１）がみられる。Ｂ期の住居跡Ⅰ－ｂ類期については頸部に刻目突帯を貼る大型壺（２５９）や頸部の

稜が曖昧になり、最大径が胴部上位あるいは中位にくる。底部は尖底気味の小さな平底や厚手の丸底と

なる。二重口縁壺がこの時期に姿を消すなど器種構成が変化する時期である。Ｃ期については扁球気味

の小型壺（２６）が主体となり底部は平底を呈する。Ｄ期については供膳具といえる須恵器模倣の （３１１）

がみられる。供膳具や銘々器と考えられる須恵器の蓋坏や高坏が日常生活に定着してきたことと連動し、

生活習慣の変化を読みとることができる。Ｄ期～Ｅ期については球形胴に長い口縁部が付く長頸壺がみ

られる。一方で口縁部付け根付近に刻目突帯を有する大形の壺はこの時期で消滅すると考えられる。Ｅ

期の壺（２１２）は球形の胴部を呈し底部は厚手の平底となる。　　　　　
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　Ａ期～Ｃ期の高坏は坏部体部と口縁部の境がやや不明瞭となり、口縁部が大きく外方に開く。高坏を

分類すると坏部に４形態、脚部に６形態ある。坏部は、ａ坏部が深く口縁部が大きく開き口縁２５�を越

えるもの（２１６）、ｂ坏部が浅く屈折部の稜が明瞭なもの（３０・９１・１７７・２１９・２２２）、ｃ坏部が浅く口縁

部が外反するもの（２１５）、ｄ椀状をなすもの（２・２１・２７）、ｃについては短い脚部に内湾した裾部が、

ｄには長目の脚部に外反する裾部がそれぞれ付く。それ以外の全体形については不明である。脚部につ

いては脚部が短いという新相と、エンタシス状の脚部や裾部が内湾するなど古い様相がみられる。

　出土資料のうち、高坏のほとんどは中空の柱であることが観察できた。脚柱部が露出した資料を観察
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すると、中空の坏と脚部に後から粘土塊を挿入した状態がみられた。また明瞭に支持土が付着した状態

の資料も存在している。以上の点からこれらの粘土塊は中空の坏、脚部の接合時に上部から差込むため

に制作されたものであることが推察される。

　この粘土塊を差込む技法は、前

田千津子氏によると、畿内地方の

高坏は弥生時代中期～奈良・平安

時代の土師器までの長きにわたり、

もろもろの方法こそ違うが「円板

充填法」が用いられるとした。ま

た、「円板充填法」と並行して、弥

生時代後期以降からは、「さし込み

法」「貼り付け法」などもみられるようになったと考える。「貼り付け法」については古墳時代前期に多

いことも指摘している。

　鹿児島県高山町永野原遺跡では、粘土塊を「充填用円錐塊」とし、脚柱部の接合方法を「円錐塊充填

法」としている。当遺跡においても円錐塊充填法によって接合されたもののヘソ部は垂下したままの状

態でみられるもの（資料１－１）、脚柱部に指で押さえ付けられた状態で焼成されているもの（資料１－２）

がある。これは、舌状に垂下したヘソ部を坏部と脚部との接合度を高めるために支持土として使用した

結果ではないかと考えられる。永野原遺跡における「円錐塊充填法」は古墳時代中期と位置づけている

が、当遺跡においても同時期（Ａ期～Ｃ期）と考えられる。また、今後宮崎県においても形態だけでな

く製作方法にも着目する必要があると思われる。

　Ｄ期のころの高坏は体部と口縁部の境がなくなり、口縁部が長くなるため坏部がさらに深くなる（１５０）。

脚部は全体的に短くなり裾部が不明瞭となる。Ｅ期はこれまでの形態が大きく変化し、坏部は椀状のも

のにかわると推定され、Ｃ期までの高坏はみられない。脚部は厚手で外方に広がり屈曲した裾部は消滅

している。
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　椀は口縁部が内湾気味に立ち上がる形態と器高が高いものがあり、さらに、それぞれの形態に平底あ

るいは、やや上底の底部がつくものが存在する。ミニチュア土器については、器高４～８�程度のもの
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を一括してまとめた。コップ形、皿形といった単純な器、片口や台付、通常の土器のように胴部、頸部、

口縁部が区別されるものまでの様々な形状である。技術的には手捏ね土器がほとんどであった。実測個

体は８個体を数える。須恵器は外面に、格子目タタキを残したままの甕、あるいは、やや内傾し長く伸

びた口縁部を持つ坏身などＴＫ２０８段階に平行するものと推定される。ＴＫ２０８段階の坏身につい

ては２１号住居跡から出土している。この時期については、供膳具や銘々器と考えられる須恵器の蓋坏

や高坏が日常生活に定着してきたことと連動し、生活習慣の変化を読みとることができるのだが、本遺

跡において、甑の出土がなく、さらにカマドをもつ住居跡が検出されていない現状では、甑を使った炊

飯やカマドが本格的に定着したかどうかは不明である。また、本遺跡における須恵器の出土量は概して

低く、土師器の占める割合が極めて高い。一般に言われる煮沸用具としての土師器、供膳用具としての

須恵器という使い分けが、この時期から始まったとは想定できない。当遺跡のこの時期はＣ期にあたり、

甕や高坏の形態などからＡ～Ｂ期から連続する土器群として考えられるが、甕のタタキの消滅、高坏の

小型化、須恵器の出現などＡ～Ｂ期とＣ期との間に大きな変化が認められた。ほぼ同じ時期として国富

町西下本庄遺跡１２号住居跡、新富町上薗遺跡Ｆ地区５号・６号住居跡の供伴遺物を検討して判断して

いきたい。また、Ｃ期以降については、須恵器の壺、坏身等、良好な資料ではないがＴＫ２３～４７段

階の併行する土器が２１号住居跡から出土している。

　土器以外の遺物では、鉄器および石器がある。鉄器は、鉄鏃・刀子などが出土したが数量としては少

なく、石器については、２１号住居跡から蛇紋岩製の勾玉（１１０）１個が出土した。これは近隣の畑山

遺跡出土の勾玉と類似している。３５号住居跡では抉り入りの石庖丁（２７２）と柳葉式鉄鏃（２７５）が

共伴している。
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　弥生時代後期から古墳時代中後期にかけて、本遺跡の土器様相から、それらを通じて当地域の集落構

成について上記で述べた。一言でいうと、当遺跡の土器様相は地域間交流によりもたらされた外来の土

器とその在地化の繰り返しから成り立っているといえる。今後土器を属性に分解し、それぞれの属性の

系譜を追っていくことが必要であり、それが遺跡間、遺跡群間、地域間の交流の実態を明らかにするこ

とにつながるであろう。例えば細見川沿いの上南方地区遺跡（畑山遺跡・中尾原遺跡・山口遺跡第１地

点）などである。そして、鉄製品の確保、稲作や灌漑技術といった集落の存在を左右する情報について

は、恐らく遺跡ごとでなく、遺跡群として入手、共有していたと推察され、弥生時代後期にはこうした

遺跡間の有機的なつながりが既に成立していたと考えられる。情報センターとしての役割をもっていた

遺跡もあれば、ある種の情報に通じていた遺跡もあったかもしれない。そうした面は他の遺跡に依存し

ていた遺跡もあったのであろう。こうした地域の中での遺跡間の関係や各遺跡の役割を追求していくた

めには、外からの情報の入り方、受け取り方から見た遺跡の性格を把握する必要がある。土器に関する

情報だけで、これが可能なわけではないが、最も材料が揃っているところから始めるしかない。ただし

それには、上記のような情報と土器づくりに関する情報との構造的な関係を整理しておくことが必要で

ある。また、古墳時代前期から中後期にかけての土器群について、土師器を中心とした編年的見通しを

叩き台として提示したが、今回当遺跡で検出された住居跡の報告は、上南方地区全体を網羅しているわ

けでなく、あくまで山口遺跡第２地点における状況を示し、今後については全体の報告（畑山遺跡・中

尾原遺跡・山田遺跡等）を待ってその責を果たさなければならない。
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「北原牧地区遺跡　上薗遺跡Ｅ地区（１）」『新富町文化財調査報告書』第１８集　宮崎県新富町教育委員会　１９９５

「下那珂遺跡」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書』第９０集　宮崎県教育委員会　２００４

「陣内第２遺跡」『埋蔵文化財調査研究報告Ⅰ』宮崎県総合博物館　１９８７　　　

「特集　古代の住居－縄文から古墳へ」『季刊考古学』第３２号　雄山閣　１９９０　

浅川滋男　編「先史日本の住居とその周辺」『奈良国立文化財研究所シンポジウム報告』同成社　１９９８

「上の原第３遺跡」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書』第１３集　宮崎県教育委員会　１９９９

「樫野古墳」『８農免農道堅田地区建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』大分県佐伯市教育委員会　１９９８

石川悦雄　「宮崎平野における弥生土器編年試案－素描（Ｍｋ．Ⅱ）」『宮崎考古』第９号　１９８４

松永幸寿　「宮崎平野部における弥生時代後期中葉～古墳時代中期の土器編年」　『宮崎考古』第１７号　２００１

吉本正典　「宮崎平野出土の土師器に関する編年的考察－須恵器出現以前の資料を中心として－」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『宮崎考古』第１４号　１９９５

松永幸寿　「日向における古式土師器の成立と展開－宮崎平野部を中心として－」

『西南四国－九州間の交流に関する考古学的研究』平成１４年度～平成１５年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（１））２００４

石川悦雄　「日向における外来系の土器の伝播とその地域性（１）－瀬戸内・畿内系土器の流入とその展開」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県総合博物館『研究紀要』ＮＯ．９　１９８３

吉本正典　「日向の庄内式併行期の土器」考古学ジャーナル７月号　１９９３
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